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概要：（1,000 字以内で記述） 

本研究は、クリエイティブワークの生産性向上に寄与する職場マネジメント研究である。特に、昨今の社会情勢下

で注目されているリモートワーク環境においてどのようなマネジメントが有効かを明らかにすることを試みた。クリエイ

ティブワーカーとして IT エンジニアを対象にアンケート調査およびインタビュー調査した結果、組織社会化の観点

において、リモートワーク環境では若手エンジニアは人との繋がりがうまく作れず、その結果、組織へのコミットメント

が十分に得られない結果を得た。また、リモートワーク環境では生活環境および家庭内の役割意識が仕事成果に

強く影響を与えることが分かった[1]。また、リーダー候補者の育成の観点では、本人の成果意識と仲間意識が重要

であることに加え、一歩踏み出すための支援環境が必要であることが分かった[2]。マネジメントの観点では、会社組

織ではなく、プロジェクトに「居場所」を感じることが成長意欲およびリテンションと相関することが分かった[3]。これら

の研究成果を、ソフトウエアシンポジウム SS21 において「エンジニアのトリセツ 5：ニューノーマル時代のチーム活動

について考える～学び，成長するための入り口探し～」、SS22 において「エンジニアのトリセツ 6：エンジニア成長の

肥料はどこから？：ガラパゴス Vs. オープンサイエンス」を開催し企業参加者に研究で得た知見を還元した。 
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学術研究実績報告書 

申請書との変更点およびその理由（内容、日程、実施場所、参加者等で変更があれば記入） 

学会はリモート参加のため交通費が発生しなかった。また、インタビュー調査およびアンケート調査への謝金

は発生しなかった。 

＊研究実績概要は「野村マネジメント・スクール研究助成実績報告書」および財団ホームページに掲載します 
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